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第九節 テレビの前の「政治少年」一一「セヴンティーンJ r政治少年死すJ 論一一
本節は、大江が自らの「戦後の視覚的な最大の経験J と述べる浅沼社会党委員長刺殺事件(一九六O








































































































として「セヴンティーンJ r政治少年死す」および『ヒロシマ・ノート』を論じる 2 節を設け、写真・
映画・テレビやルポルタージュ等の同時代のメディアとの交差において成立した大江テクストの意義を
解明する。続く第五章 rr聴覚的想像力」という方法」はオーデンの詩の手法に基づく「聴覚的想像力」
を問題とし、第十一節「言葉ならぬ声を聴く鳥」、第十二節「酔・醒のあひだの危ない刃渡り」をとお
して、『個人的な体験j r狩猟で暮したわれらの先祖」が何れも他人には聞こえない声の響きに導かれる
流動的な物語として展開することを明らかにしている。以上のように本論は、大江初期のテクストの構
造や表現の機構、修辞に精綴な考察を加えるなかで、従来一義的に理解されてきた〈監禁状態〉ゃく政
治と性〉等の枠組みを小説の方法として捉え直し、戦後の時代状況に応接する大江初期小説の極めて多
様な表現の試みを明らかにしている。斬新な発想、と鋭利な分析に支えられた本論は始発期の大江文学に
ついて多くの新見を提示しており、斯学の発展に寄与するところ大なるものがある。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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